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序文

研究集会「スペクト 散乱理論とその周辺」は 1997年 12月 2日
から 12月 4日まで京都大学数理解析研究所でおこなわれた。様々な微
分作用素にたいするスペクトル散乱理論に関する研究を中心に, 経路
積分, 非線形方程式, 基本解の構造など関連した諸問題についても最新
の研究結果が発表され 70名をこえる参加者によって熱心に討議された。
この講究録はこの研究集会での講演をかなり忠実に再現していて, この

分野に興味をもつすべての研究者に役立つものと信ずる。講演およびこ
の原稿の準備のため多くの時間をさかれた講演者著者に感謝する。 な

お, 野村祐司氏の講演記録は都合でここには掲載されていない。

研究代表者 谷島賢二



スペク トル・散乱理論とその周辺

$S\mathfrak{p}\epsilon ctraI-scatt\epsilon rin\mathfrak{g}$ theory and related $tQ\mathfrak{p}iGS$
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